
～がんと向き合う人の集い～

暖和 しゃろーむ室 

2017 年 7 月 26 日　　  第 1 回開催決定(水 )

時間、場所、参加方法などの詳細は、6月 17 日（土）以降に、ポスターや
シャローム病院のホームページなどでお知らせします。
当院ホームページアドレス：http://shalorm.or.jp/

　がんと向き合い生きる人（患者さん・ご家族・ご遺族など）が、お互いに
安心して思いを語り合い、分かち合い、慰め支え合う集いです。

「暖和室しゃろーむ」とは？

　「がん」という病気は年齢、性別、生き方等に一切関係なく唐突に姿を現し
ます。日本人の２人に１人が「がん」を発症し、３人に１人が「がん」で死に
至るといわれています。誰もがなりうる病気です。しかも、「死を考えさせる」
という特性を持っています。それ故に「がん」を患うという事は身体的苦痛だ
けでなく、精神的霊的に自分の存在の根底が揺さぶられ、不安や恐れに見舞わ
れます。「どうして自分が・・・？」
　「暖和室しゃろーむ」はそんな思いを抱く患者さん、ご家族、ご遺族などが
持って行き場のない切なさを安心して語り合える「語り場」です。どうか一人
にならないで。「すべて重荷を負って苦しんでいる者は、私のもとに来なさい。
あなたがたを休ませてあげよう。」（聖書）
　どうぞ、ゆったりと暖和室でお過ごしください。

ようこそ「暖和室しゃろーむ」へ

共に悩み、共に考え、共に泣き、共に笑い、共に歩み、共に生きよう。



　３月 11 日（土）、当院の多目的室にて、「院内結婚式」が執り行われました。新婦
のお母様が当院に入院されており、式場への移動が難しいことから当院にて挙式され
ることになりました。ベッドで出席されたお母様に新郎新婦が寄り添い、心温まると
ても素敵なお式となりました。記念撮影では笑顔のお母様がお二人を祝福していました。
どうぞ末永くお幸せに。

　4月 4日（火）、患者さんと職員、ボランティアス
タッフの皆で、当院のすぐ裏手にある岩鼻運動公園
へ、お花見に出かけました。
　暖かい陽射しと心地よい良い風の中、桜を眺めな
がらお話したり、歌ったり、桜餅を食べたり　   。
　　　　　　　　　和やかで笑顔がいっぱいのお花
　　　　　　　　　見会になりました。

・・・

～ ご結婚おめでとうございます ～

院内結婚式

イベント

春のお花見会
シャローム

『ことのは』抄
第7回

チャプレン
堀之内 豊

（牧師）

   ～  塩の話 （終） ～      ユダヤ人は戦さで荒廃し、血ぬられ汚れ果てた地
に塩を撒き聖めた。友愛、忠誠、親切、持続の象徴として、神殿の供物に
必ず添え、契約の不変を誓った。イエスの「汝らは地の塩なり」の言葉は
深い。神の聖さを求め、愛を生きる者。これが「地の塩」の姿。

シンボル



【ＴＥＬ】　0493-25-3141
【ＦＡＸ】　0493-23-0035

介護支援事業所 シャローム

【ＴＥＬ】　0493-27-4105
【ＦＡＸ】　0493-23-0035

訪問看護ステーション シャローム

【ＴＥＬ】　0493-27-5070
【ＦＡＸ】　0493-23-0265

ヘルパーステーション シャローム

【住　所】 〒350-0258 埼玉県坂戸市
　　　　 大字北峰 306 番地

【ＴＥＬ】049-280-7373
【ＦＡＸ】 049-280-7374
【Ｈ　Ｐ】http://shalorm.or.jp/nissai/index.html

シャロームにっさい医院

【住所】 〒355-0005 埼玉県東松山市大字松山 1496

【ＴＥＬ】0493-25-2979

【Ｈ　Ｐ】http://shalorm.or.jp/

シャローム病院

医療法人社団シャローム

　シャロームでは、研修生の受け入れを積極的に行っており、毎年、医大生や研修医、
専門学校生など多くの方々が当院にて学ばれています。「中学生社会チャレンジ体験
事業」もその一つです。中学生が様々な職場での社会体験を通じ、地域社会への理解
を深めたり、人との関わりやルールを学ぶための取り組みで、今回は２名の中学生が
シャロームにて「医療の仕事」を見学したり体験したりしました。２名ともとても熱
心に取り組んでいました。1名の中学生は将来、医師になりたいと話してくれました。
　患者さんにもご協力いただき、誠にありがとうございました。

～中学生社会チャレンジ体験～

小児科 透析室
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